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　 開場期間　７月19日（土）～８月24日（日）
　 利用時間　※10分前開場
　午前10時～正午、午後１時30分～４時　
　 料金　無料
　 注意事項
・定休日は毎週月曜（月曜祝日の場合は開場
し、火曜が振替休場）
・８月23日（土）は午後３時までの短縮開場。
・小学３年生以下の方が利用する場合は、保
護者の付き添いが必要です。
・身長130cm未満は大プールに入れません。
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　故岸本周平前知事の急逝を受け行われた県
知事選挙では、投開票の結果、前副知事の宮
﨑泉さんが、見事にご当選されました。
　宮﨑知事のお父様はかつらぎ町妙寺のご出
身です。小学生の頃には、夏休みなどの長期
休暇になると、妙寺にある父の実家で過ごす
ことが多かったと話されていました。宮﨑知
事とお会いした際、「かつらぎ町は第二のふ
るさとです」と嬉しそうに話してくださった
ことが、とても印象に残っています。
　さて、新知事が誕生しましたが、前知事の
急逝により、急遽出馬となった訳ですから、
公約などを十分に準備する時間もなく、多く
の県民がこれからの取り組みに注目している
ところです。出馬にあたり、「岸本知事の吹
き込んでくれたこの息吹をしっかりと育てて、
大きな花を咲かせるべく取り組みたい」と決
意を語られていました。政策面では「岸本知
事のように、子どもたちお孫さんたちがいつ
もニコニコして笑顔で暮らせる子ども真ん中
の和歌山を、一人ひとりの個性を活かして誰
もが活躍できる和歌山を創っていきたい」と
岸本県政の継続を力強く訴えておられました。
　昨年10月から、和歌山県内全ての市町村で
小中学校の給食無償化がスタートしました。
給食無償化は、岸本知事が目玉事業の一つに
掲げていた施策であり、全県的な実施は全国
初の取り組みです。 県が最大で２分の１を補
助し、残りは市町村が負担するという方式で、
県立特別支援学校も対象に含まれます。県は
このための費用７億３千万円を、本年度の当
初予算に計上しました。
　かつらぎ町は以前から給食無償化を実施し
ていたので、ある意味、無償化にかかる半分
の財源を県から支援していただけることにな
りました。その分の財源を他の政策に活用で
きるようになります。いただいた財源は、今
後どのような政策に活用できるか検討してま
いります。

かつらぎ町長　中阪　雅則　

町民プールの開場

町長メッセージ
町民のみなさまへ

    生涯学習課スポーツ振興係（22-0303・内
線3017）・かつらぎ公園町民プール（22-3203）
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　令和７年度国民健康保険税の納税通知書・
納付書を７月13日（日）に発送しますので、
納付書裏面に記載のある納付場所にて納期限
までに納付をお願いします。

 　納期限
　第１期　　　　７月31日（木）
　第２期　　　　９月１日（月）
　第３期　　　　９月30日（火）
　第４期　　　  10月31日（金）
　第５期　　　  12月１日（月）
　第６期　　　  12月25日（木）
　第７期　Ｒ８年２月２日（月）
　第８期　Ｒ８年３月２日（月）

口座振替による納税
　税務課または指定金融機関などに備えてい
る「町税等口座振替申込書」に必要事項をご
記入の上、預貯金口座届印を押印して指定金
融機関にお申し込みください。

コンビニエンスストアなどによる納付
　町では、従来の金融機関での納付のほか、
さまざまな方法（コンビニエンスストア、ス
マートフォンアプリ、クレジットカード、イ
ンターネットバンキング、ｅＬ－ＱＲ）を利
用した納付が可能です。

　 国民健康保険税　税務課住民税係（内線
2042）・納税など　税務課徴収係（内線2041）

納税通知書・納付書の発送

お詫びと訂正
 広報６月号で誤りがありました。お詫びし
て訂正いたします。
８ページ本文
［誤］15行目「観修寺末」、17行目 観修寺
［正］15行目「勧修寺末」、17行目 勧修寺

税・保険料

　令和７年度の国民年金保険料は、月額１万
7,510円となりますが、納付が経済的に困難
な場合、保険料の納付が「免除」または「猶
予」になる制度があります。
　この制度を利用すると、将来の年金受給権
の確保だけでなく、万一の事故などにより障
害を負ったときの障害基礎年金の受給資格を
確保できます。
 　注意事項　令和７年度（Ｒ７年７月～Ｒ８
　年６月分）の申請受付は７月１日（火）か
　ら始まります。ただし、Ｒ７年６月分まで
　全額免除・納付猶予の承認を受けた方で継
　続申請を希望する場合は、新たな申請は不
　要です。なお、過去に未納期間がある場合、
　申請時点の２年１カ月の月分までさかの
　ぼって申請できます。
 　必要書類　個人番号または基礎年金番号
　※失業(退職)している場合は、離職票また
　は雇用保険受給資格者証、雇用保険受給資
　格通知など公的機関の証明書写しが必要。
 　申請方法　スマートフォンやパソコンと
　マイナンバーカードで、マイナポータルを 
　利用して電子申請ができます。

　  健康保険課保険年金係（内線2055）

税・保険料

国民年金保険料免除制度
免除・納付猶予制度

　国勢調査の調査員を募集します。
 　業務期間　9月1日～１１月7日のうち２カ月
 　対象　次のすべてに該当する方
・責任をもって調査事務を遂行でき、原則
　20歳以上
・調査で知りえた内容について、秘密を守る
　ことができる
・警察および選挙に直接関係がない
・暴力団員その他反社会的勢力に該当しない
 　申込期限　７月11日（金）

　  総務課総務係（内線2300）

令和７年度国勢調査  調査員募集

職員採用・募集
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　令和7年度納入通知書（介護保険料額決定
通知書）、納付書を７月11日（金）に発送し
ます。
 　保険料の納付方法
・特別徴収　支給される年金からの天引きに
　よる納付。（老齢年金、退職年金、障害年
　金、遺族年金（老齢福祉年金は除く）の受
　給額が年額18万円以上の方）
・普通徴収　納付書もしくは口座振替による
　納付。（特別徴収以外の方）
※金融機関への申請により納付書から口座振
替に変更できます。
 　納付場所
役場、きのくに信用金庫、和歌山県農業協同
組合、近畿労働金庫、㈱紀陽銀行、㈱ゆう
ちょ銀行（近畿2府4県に限る）、㈱南都銀行
※コンビニエンスストアや電子マネーでの納
付はできません。
 　注意事項
　保険料を納めないでいると、介護サービス
利用の際、滞納期間に応じサービスが制限さ
れたり利用できなくなります。

　　福祉介護課介護支援係（内線2051）

　７月中に「介護保険
負担割合証」を送付し
ます。介護サービスを
利用される際に、介護
保険被保険者証と一緒
にサービス提供事業者
に提示してください。
 　対象　事業対象者、
　要支援・要介護認定
　を受けている被保険
　者の方

　　　福祉介護課介護支援係（内線2074）

町からのお知らせ

　低所得の方が、軽減実施届出を行った社会
福祉法人の提供する介護老人福祉施設サービ
スなどを利用した時に、利用者負担額の軽減
を受けるための手続きです。
　社会福祉法人などからサービスの提供を受
けている方で、対象の方は、申請してください。
 　申請期限　７月22日（火）
 　対象　次の全てに該当する方。
・介護保険料の滞納がない。
・年間収入が単身世帯で150万円、世帯員が
　１人増える毎に50万円を加算した額以下。
・預貯金などの額が単身世帯で350万円、世
　帯員が１人増えるごとに100万円を加算し
　た額以下。
・世帯がその居住の用に供する家屋、その他
　日常生活に必要な資産以外に利用し得る資
　産を所有していない。
・負担能力のある親族などに扶養されていな
　い。
 　必要書類　
・世帯収入が分かるすべての預金通帳
・認印
 注意事項　期間後も随時受付しますが、証
　書の交付が遅くなることがあります。

　　福祉介護課介護支援係（内線2076）

　年間を通して、糖尿病の正しい知識が学べ
る教室です。今回の教室では健康運動指導士
による体操を行います。
 　内容　運動と糖尿病予防の関係について
 　講師　西風 幸一健康運動指導士
 　日時　７月９日（水）
　　　　 午前９時30分～ 11時30分
 　場所　保健福祉センター３階
 　持ち物　動きやすい服装・飲み物

　　健康保険課健康推進係（内線2218）

令和７年度介護保険制度
利用者負担軽減制度の申請

令和７年度介護保険料（本算定）
介護保険料納入通知書の送付

介護保険負担割合証の送付

糖尿病フォローアップ教室

見　本

税・保険料 税・保険料

健康づくり



令和７年度健康推進員
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　５月12日、新たに８人の方を健康推進員
として委嘱しました。再委嘱の方も含め、令
和７年度は27人の方が健康推進員として活
動します。住民の皆さまにわかりやすいよう
に、名札を使用して活動を行いますのでよろ
しくお願いします。

健康推進員の役割
　健康推進員は、町民の健康の保持と増進を
推進するとともに、健康づくりの支援を目的
に、検診受診の呼びかけや健康づくり事業の
案内など、健康づくりの輪が広がるように働
きかけを行います。

　　　健康保険課健康推進係（内線2059）

①資格確認書（被保険者証）の更新
　新しい資格確認書（うすい緑色：Ｒ８年７
月末まで有効）を、７月上旬から順次、特
定記録で発送します。手元に届いた日から
使用できます。新しい資格確認書が届いたら、
古い資格確認書または被保険者証は細かく
裁断するなどして処分するか、担当窓口ま
で返却してください。
　また、令和７年度住民税の課税所得額な
どにより、負担割合が変更になっている場
合があります。
※マイナ保険証の有無に関わらず、後期高
齢者医療被保険者の全員が発送対象です。

②保険料額決定通知書の発送
　令和７年度後期高齢者医療保険料額決定
通知書を、７月中旬に発送します。保険料
の納付方法は所得額などにより異なり、前
年度から変更となっている場合があります。
なお、コンビニエンスストアや電子マネー
での納付はできません。

　  健康保険課保険年金係（内線2055）

健康づくり

　令和８年度の事業量を把握するため、要望
調査を行います。防護柵の設置を検討してい
る方は、受付期間内にご相談ください。

①鳥獣害防止総合対策事業（国補助）
 　対象　慢性的に鳥獣による被害のある農地
　に、集落ぐるみ（受益農家が３戸以上）で
　防護柵を新たに設置（自力施工）する場合。
 　補助額　資材費相当分を定額補助※上限有
 　受付期間　７月16日（水）～ 31日（木）

②農作物鳥獣被害防止対策事業（県補助）
 　対象　農業者の団体で農地に電気柵、メッ
　シュフェンス、トタンなどを新たに設置す
　る場合（柵で囲う農地は２戸以下）。
 　補助額　資材費の３分の１以内（町補助
　３分の１も併せて受け取りができます）
・イノシシ・ニホンジカ用　1,200円／ｍ
・サル用　2,600円／ｍ
 　受付期間　７月16日（水）～10月15日（水）

要望に必要なもの（①②共通事項）
・農地の位置・延長がわかる図面
・使用資材のカタログ
・事業費の見積書

 　  農林振興課林業振興係（内線2102）

防護柵補助金
令和８年度要望調査

　安全にアライグマ捕獲を行うための講習会
を開催します。※受講の有効期限は５年で、
更新が必要な方には個別にお知らせします。
 　日時　７月28日（月）～ 30日（水）
　　　　 午前10時～、午後２時～（30分程度）
 　場所　農林振興課内
 　対象　町内に在住または農地がある方
 　費用　無料
　 内容　捕獲に必要な基礎知識、わなの設
　置方法、捕まえた後の処理など

 　  農林振興課林業振興係（内線2102）

アライグマ捕獲講習会の開催

後期高齢者医療制度

税・保険料
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 道路に隣接する土地の木の枝や生垣が、道
路上にはみ出したり、覆いかぶさるなど、通
行に支障となっている事例が多く見受けられ
ます。
 これは、道路標識やカーブミラーなどを見
づらくし、通行に支障があるだけでなく、交
通事故の原因にもなりかねません。
 私有地から道路上に張り出している枝や葉
は、所有者が適正に管理する必要あります。
 交通事故を未然に防止し、安全・安心して
道路を通行できるよう、定期的な枝葉の剪
定・刈り込みにご協力をお願いします。
 また、道路上に物を置いて占有する行為も
通行の妨げとなりますので、置かないように
してください。

      建設課管理係（内線2086）

　４年間ご活躍いただいた行政相談委員（和
田正史さん・福内清美さん）が任期満了によ
り退任されました。これまでのご尽力に深く
感謝申し上げます。
　新たに、福岡久二子さん、松岡夕紀さんが
総務大臣より行政相談委員に委嘱されました。

　行政相談制度とは、国や行政機関などに対
する苦情や意見・要望などを受けて、担当行
政機関とは異なる公正・中立の立場から解決
の促進を図る制度です。
　委員はいただいた声を行政の制度と運営の
改善に役立てることを目的に活動します。
　秘密は固く守られますので、お気軽にご利
用ください。
 　日程・会場
　 ７月22日（火）天野地域交流センター
　 ８月26日（火）四郷地域交流センター
　 ９月30日（火）四邑公民館
　10月28日（火）見好公民館
　11月25日（火）中飯降児童館
　Ｒ８年１月27日（火）笠田公民館
　Ｒ８年２月３日（火）地域福祉センター
 　時間　午後１時30分～３時30分
 　費用　無料

　　住民環境課戸籍住民係（内線2062）

町からのお知らせ

行政相談所を開設します
令和7年度行政相談所開設

左から）福岡さん、町長、松岡さん

町道に接する土地をお持ちの皆さま
建設課からのお願い

し尿くみ取り夏季休業
お盆期間の休業

 お盆期間は、し尿の汲み取りが休業となり
ます。※休業期間前は、混雑が予想されます。
早めの申し込みをお願いします。
 　休業期間
　・アップランド（株）・（株）松本衛生
　　８月９日（土）～17日（日）
　・（有）武田清掃
　　８月13日（水）～17日（日）
※平常業務はいずれも８月18日（月）から
　 申込期限　（有）武田清掃  ７月18日 （金）

　  住民環境課環境衛生係（内線2230）

通 学 路 注
意

相談案内

環境・ごみ
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声
を
張

り
上
げ
て
応
援
。「
が
ん
ば
れ
ー
！
」

の
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
ま
し

た
。

　

最
後
は
紅
白
対
抗
リ
レ
ー
。
各
学

年
の
代
表
が
全
力
で
走
り
、
小
雨
の

中
で
も
あ
き
ら
め
ず
に
走
り
抜
け
ま

し
た
。

　

ど
の
競
技
に
も
、協
力
し
合
う
姿
、

支
え
合
う
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
、
心

を
ひ
と
つ
に
し
た
感
動
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

５
・
６ 

年
生
の
演
技
で
は
、
一

部
の
子
ど
も
た
ち
が
サ
ン
グ
ラ
ス
姿

で
登
場
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス

で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
あ
と
、
組
体

操
へ
。「
い
ち
・
に
・
せ
ー
の
！
」

の
掛
け
声
に
合
わ
せ
た
演
技
は
息

ぴ
っ
た
り
。
全
員
で
作
っ
た 

３ 

段

の
円
か
ら
の
ウ
ェ
ー
ブ
は
、
圧
巻
の

一
体
感
で
し
た
。 「
ト
ラ
ス
ト

フ
ォ
ー
ル
」
で
は
、
上
に
立
つ
子
が

仲
間
を
信
じ
て
後
ろ
に
倒
れ
、
声
を

合
わ
せ
て
立
ち
上
が
る
姿
に
、
大
き

な
拍
手
と
感
動
の
声
が
！
練
習
の
成

果
、
そ
し
て
仲
間
と
の
絆
が
し
っ
か

り
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

５ 

月 

24 

日 （
土
） 

、
笠
田
小
学

校
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今

年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
心
ひ
と
つ
に 

め
ざ
せ
協
力
」。
少
し
雲
の
多
い
空

模
様
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
と
笑
顔
が
、
そ
の
空
を
明
る

く
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
か
ら

小
雨
が
降
り
出
し
ま
し
た
が
、
最
後

ま
で
全
力
で
取
り
組
む
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

１
・
２ 

年
生
は
「
も
う
一
回
・

も
う
一
回
」
の
歌
詞
に
合
わ
せ
て
、

か
わ
い
ら
し
い
ダ
ン
ス
を
披
露
。
会

場
を
ほ
っ
こ
り
と
和
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

広報かつらぎ  令和7年（2025年）7月号9 広報かつらぎ  令和7年（2025年）7月号 8
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棒
引
き
で
は
、
す
ぐ
に
勝
敗
が
決

ま
る
場
面
も
あ
れ
ば
、
仲
間
の
も
と

へ
駆
け
つ
け
て
応
戦
す
る
姿
も
。

作
戦
を
立
て
、
仲
間
と
連
携
し
て
動

く
姿
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

魔
法
の
じ
ゅ
う
た
ん
競
技
で
は
、
途

中
で
ボ
ー
ル
を
落
と
す
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、

そ
れ
も
ま
た
、
楽
し
い
思
い
出
の
ひ

と
つ
に
。

6 

年
生
は
保
護
者
と
二
人
三
脚
に
挑

戦
。 息
を
合
わ
せ
て
一
歩
ず
つ
、
笑

顔
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

学
年
別
の
リ
レ
ー
で
は
、
出
場
し
な

い
学
年
の
子
た
ち
も
声
を
張
り
上
げ

て
応
援
。「
が
ん
ば
れ
ー
！
」

の
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
ま
し
た
。

最
後
は
紅
白
対
抗
リ
レ
ー
。
各
学
年

の
代
表
が
全
力
で
走
り
、
小
雨
の
中

で
も
あ
き
ら
め
ず
に
走
り
抜
け

ま
し
た
。

ど
の
競
技
に
も
、
協
力
し
合
う
姿
、

支
え
合
う
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
、
心
を
ひ
と

つ
に
し
た
感
動
の
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

中
年
期
は
、
メ
タ
ボ
に
な
ら
な

い
よ
う
肥
満
や
お
腹
ま
わ
り
に
気

を
つ
け
る
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
メ
タ
ボ
に
な
る
と
高
血
圧
な

ど
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
65 

歳
く
ら
い
か
ら
少

し
ず
つ
考
え
方
を
改
め
、「
や
せ
」

に
気
を
付
け
、
健
康
の
た
め
に
た

ん
ぱ
く
質
を
は
じ
め
と
す
る
栄
養

素
を
し
っ
か
り
と
っ
て
フ
レ
イ
ル

を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
フ
レ
イ
ル
と
は
、
健
康
と
要
介

護
の
中
間
の
状
態
）

　

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
「
少
し

ず
つ
や
せ
て
き
た
」「
足
が
細
く

な
っ
て
き
た
」
と
い
っ
た
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
は
、「
歯

が
悪
く
な
り
、
前
と
同
じ
よ
う
に

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
」「
自
然

に
食
事
量
が
減
っ
て
き
た
」
と

い
っ
た
理
由
の
他
、
年
を
と
る
に

つ
れ
て
筋
肉
を
つ
く
る
力
が
弱
く

な
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

フレイル予防で元気に過ごそう
６５歳からは「やせ」に要注意！

"Healthy Today, Active Tomorrow."

　

筋
力
の
衰
え
を
防
ぐ
に
は

運
動
が
大
切
で
す
が
、
筋
肉

を
つ
く
る
材
料
と
な
る
た
ん

ぱ
く
質
を
と
る
こ
と
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
た
ん
ぱ
く
質
は

「
一
度
に
た
く
さ
ん
と
る
と

腎
臓
に
負
担
が
か
か
る
」「
か

ら
だ
に
貯
め
て
お
く
こ
と
が

で
き
な
い
」
た
め
、
毎
食
バ

ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
「
や
せ
」

よ
り
も
小
太
り
の
方
が
長

寿
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
も
大
切
で

す
が
、
た
と
え
ば
「
身
体

を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

も
と
に
な
る
主
食
（
炭
水

化
物
）」
や
「
身
体
の
調
子

を
整
え
、
便
秘
の
予
防
に

な
る
野
菜
」
な
ど
、
ほ
か

の
栄
養
素
を
と
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

たんぱく質をとろう

たんぱく質だけでない
栄養の大切さ

かつらぎ町×紀北分院
　

町
と
紀
北
分
院
の
管
理
栄

養
士
が
協
力
し
て
、
何
を
ど

れ
だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い
か
の

目
安
が
わ
か
る
「
フ
レ
イ
ル

予
防
食
生
活
チ
ラ
シ
」
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
裏
面
は
骨
粗
鬆
症

予
防
食
生
活
チ
ラ
シ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
な
ど
に

貼
れ
る
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お

り
、
紀
北
分
院
や
町
内
医
療

機
関
、
健
康
教
室
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

健
康
に
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

☎ 

健
康
保
険
課
健
康
推
進
係

（
内
線 

２
２
１
８
）

"H
ea

lth
y 

To
da

y,
 A

ct
iv

e 
To

m
or

ro
w

." "H
ealthy Today, A

ctive Tom
orrow

."

Registered 
dietitian

「食生活チラシ」
　をご希望の方に配布します。

かつらぎ町保健
福祉センターで
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年
を
と
る
と
痩
せ
て
く
る
？



　道路の不具合や水漏れ・動物の死骸などを
発見したら、LINEの通報機能でお知らせくだ
さい。※緊急時は電話でご連絡ください。

かつらぎ町LINE機能紹介

● まちの異常はLINEで通報
通報の種類
道路不具合、水漏
れ、動物死骸、不法
投棄、不審者など

町ＬＩＮＥ＞
メニューにある
「ご意見/通報」
＞通報する

春の叙勲受章

中央共同募金会会長感謝状の受彰

　４月29日付けで令和７年春の叙勲が発令され、本町か
ら元かつらぎ町消防団副団長の山添伸さん（御所）が瑞宝
単光章を受章されました。
　山添さんは、37年間にわたり消防団員として活動され、
町民の安心安全のため、火災や風水害時の活動、行方不明
者の捜索に尽力されるなど、消防行政への多大なる功績が
認められ受章となりました。

　溝端洋子さん（妙寺）が、社会福祉法人中央共同募金会
会長感謝状を受けられ、５月27日（火）かつらぎ町共同
募金委員会の中阪雅則会長（町長）より感謝状が伝達され
ました。
　この感謝状は、地域の福祉活動を支援する赤い羽根共同
募金運動において３年間にわたり多額の募金をされたこと
によって贈られるものです。

令和７年度防犯功労者・防犯功労団体表彰

　５月21日（水）、かつらぎ町青少年指導員会（会長：田
村眞一さん）が防犯功労団体表彰を、東賢さん（笠田東）
が防犯功労者表彰を受賞されました。（和歌山県警察本部
長・（公財）和歌山県防犯協議会連合会会長連名表彰）
　かつらぎ町青少年指導員会は昭和41年度に発足。町内
の各地区や駅などでの夜間巡回、各地域での夏祭り・秋祭
りなどでの補導活動、街頭での声掛け・見守りなどを行い、
地域での青少年の健全育成活動・防犯活動に尽力された長
きにわたる功績が認められました。
　また東さんは、平成16年から青少年指導員として街頭
パトロール、少年の指導、警察への協力など、積極的に活
動された功績により今回の受賞となりました。 左から）町長、東さん、田村さん、教育長

山添さん

まちのわだいまちのわだい
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町長と溝端さん



まちのわだいまちのわだい
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令和７年度
自治区長さん紹介

令和７年度行政報告会を開催

自治区名 氏      名 自治区名 氏     名

自治区名 氏      名 自治区名 氏     名

高    　　田
笠 田 西 部
笠　田　中
笠田東第一
笠田東第二
真　　　和
佐　　　野
四 郷 第 一
四 郷 第 二
大　　　谷
丁　ノ　町
新　　　田
妙　　　寺

中　飯　降
短　　　野
東　渋　田
西　渋　田
中　央　部
三　　　谷
四　　　邑
志　　　賀
天　　　野
新　　　城
上　花　園
下　花　園

木  下　武  晴
池田　八主雄
喜  多　秀  行
田  村　哲  男
中  岡　憲  治
牧  野　公  洋
岸  岡　光  男
山  本　重  郎
西  風　佳  知
堀 　     幸  朝
岸  田　俊  規
前  田　充  康
櫻  井　邦  男

谷      　隆  宏
中  谷　憲  生
北      　章  人
安  部　恒  夫
綿  田　和  美
西  岡　則  雄
下垣内　泰貴
上  田　修  夫
山  本　弘  幸
中  前　光  雄
西  浦　秀  男
亀  井　嘉  一

大　　　谷
中　飯　降
中　央　部　
志　　　賀
天　　　野　

木  村　清  志
山  本　敏  晴
松  本　兼  一
向  山　耕  治
小  林　洋  之

小  谷　章  司
西  山　惠  修
中  谷　賢  司
西　      正  広
竹  原　幸  紀  

高　　　田
笠 田 西 部
真　　　和
四 郷 第 一
四 郷 第 二

　各自治区の運営をはじめ、自治区
と町との連絡調整など、さまざまな
ことでお世話になります。＜敬称略＞

　４月30日（水）～６月６日（金）に、町内11会場で
行政報告会を開催し、延べ477人にご参加いただきまし
た。行政報告会では、住民と行政が一緒になってかつら
ぎ町を住み良い町にするため、町の現状と今年度の取り
組みなどをご説明するとともに、参加者からたくさんの
ご意見を聞かせていただきました。
　各会場でいただいたご意見・ご要望は、今後の施策に活
かせるよう取り組みます。
※その他詳細は、町ホームページをご覧ください。
問い合わせ　企画公室秘書政策係（内線 2011）

🌸退任された自治区長さん。ありがとうございました。

地域住民の皆さんと協力し、

助け合い、住みよい町となるよ

うにがんばっていきます！

自治区長会会長　櫻井さん

行政報告会開催の様子（新城地域交流センター）

● かつらぎ町公式ＬＩＮＥ
　町では、LINE公式アカウントの運用を
しています。町の行政情報や災害情報な
どが届きます。

・ＬＩＮＥ公式アカウント
@katsuragi-town
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くらしの情報  INFO

お 

知 

ら 

せ

　
自
分
で
書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
制
度
（
自
筆

証
書
遺
言
書
保
管
制
度
）
を
、
法
務
局

職
員
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　
和
歌
山
地
方
法
務
局（
説
明
会
会
場
）

の
映
像
を
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
す
。

日
時　
７
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

３
時

場
所　
和
歌
山
地
方
法
務
局
橋
本
支
局

（
橋
本
市
東
家
５
丁
目
２
―
２
）

費
用　
無
料

定
員　
８
人
（
完
全
予
約
制
）

予
約
期
限　
７
月
15
日
（
火
）
正
午

予
約
方
法　
自
動
音
声
案
内（
５
番
）に

し
た
が
っ
て
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ　
和
歌
山
地
方
法

務
局
総
務
課
（
☎
０
７
３
―
４
２
２
―

５
１
３
１
）

募
集
種
類
・
人
員　
保
育
士
・
若
干
名

受
験
資
格　
Ｈ
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資
格
を
有
す

る
方
（
見
込
み
可
）。

申
込
用
紙
配
布
期
間　
７
月
１
日（
火
）

〜
27
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付　
７
月
７
日
（
月
）
〜
31
日
（
木
）

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

試
験
日
・
内
容　
【
一
次
】
８
月
10
日

（
日
）
筆
記
試
験
（
作
文
試
験
）、【
二
次
】

個
人
面
接

採
用
予
定
年
月
日　
Ｒ
８
年
４
月
１
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
伊
都
郡
町

村
及
び
橋
本
市
児
童
福
祉
施
設
事
務
組

合
母
子
生
活
支
援
施
設
わ
か
く
さ
（
☎

０
７
３
６
―
54
―
２
１
６
８
）

　
伊
都
地
方
人
権
尊
重
連
絡
協
議
会

（
伊
都
地
方
４
市
町
と
伊
都
振
興
局
で

構
成
）
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
毎
年
伊

都
地
方
の
各
企
業
、
団
体
な
ど
を
対
象

に
人
権
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
企
業
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、

広
く
県
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
な
る
よ
う
「
こ
こ
ろ
の
研
修
」

を
開
催
し
ま
す
。

講
演
内
容　
「
好
感
・
共
感
・
親
近
感

が
人
権
力
を
育
む
…
」
〜
人
権
・
同
和

教
育
の
さ
ら
な
る
創
造
め
ざ
し
て
〜

講
師　
明
石　
一
朗
（
あ
か
し　
い
ち

ろ
う
）
氏　
関
西
外
国
語
大
学　
学
生

部　
学
生
相
談
室
長　
子
育
て
教
育
・

人
権
研
究
所
長

日
時　
７
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
（
開
場
・
受
付
：
午
後
１
時
）

場
所　
総
合
文
化
会
館　
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

（
☎
22
―
０
３
０
３
）

定
員　
先
着
２
０
０
人

申
込
方
法　
二
次
元
コ
ー
ド
、
も
し
く

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
（
氏
名
・
住
所
・

緊
急
連
絡
先
を
記
載
）
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

Ｅ
メ
ー
ル
：

e1303111@
pref. w

akayam
a.lg.jp

申
込
期
限　
７
月
17
日 （
木
）

問
い
合
わ
せ　
伊
都
地
方
人
権
尊
重
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
伊
都
振
興
局
総
務

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付　
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
予
備
自
衛
官
補
（
男
子
・
女
子
）

資
格

一
般　
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
方

技
能　
18
歳
以
上
で
国
家
資
格
な
ど
を

有
す
る
方
（
保
有
資
格
な
ど
に
よ
り
年

齢
上
限
は
53
歳
〜
55
歳
未
満
）

受
付
期
間　
５
月
24
日
（
土
）
〜
９
月

11
日
（
木
）

試
験
日
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
）　
９
月
23
日

（
火
）〜
25
日 （
木
） 

の
い
ず
れ
か
１
日

身
体
検
査
・
面
接
試
験　
９
月
28
日

（
日
）

◆
一
般
曹
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
（
32
歳
の

方
は
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
33
歳
に

達
し
て
い
な
い
こ
と
）

受
付
期
間　
第
２
回　
７
月
１
日（
火
）

〜
９
月
２
日
（
火
） 

試
験
日
【
一
次
】　
９
月
16
日
（
火
）

〜
20
日
（
土
）
の
い
ず
れ
か
１
日

◆
航
空
学
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格

航
空　
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
方

海
上　
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
方
（
い

ず
れ
も
高
卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高

専
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
））

受
付
期
間　
７
月
１
日
（
火
）
〜
８
月

29
日
（
金
）

試
験
日
【
一
次
】　
９
月
20
日
（
土
）

も
し
く
は
27
日
（
土
）

二
次
と
三
次
試
験
は
別
示

◆
防
衛
大
学
校
（
男
子
・
女
子
）

資
格

自
衛
官
等
採
用
案
内

募
　
集

推
薦　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
（
高

卒
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専
３
年
次
修

了
（
見
込
含
）
で
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方
）。

一
般
と
総
合
選
抜 　
18
歳
以
上
21
歳

未
満
の
方
（
高
卒
（
見
込
含
）
ま
た
は

高
専
３
年
次
修
了
（
見
込
含
））

受
付
期
間

推
薦
と
総
合
選
抜　
９
月
６
日
（
土
）

〜
９
日
（
火
）、一
般　
７
月
１
日
（
火
）

〜
10
月
16
日
（
木
）

試
験
日　
推
薦　
９
月
20
日
（
土
）
〜

21
日
（
日
）、
総
合
選
抜
【
一
次
】　
９

月
20
日（
土
）【
二
次
】　
10
月
25
日（
土
）

〜
26
日
（
日
）、
一
般
【
一
次
】　
11
月

１
日
（
土
）【
二
次
】　
11
月
29
日
（
土
）

〜
12
月
３
日
（
水
）
の
う
ち
１
日

◆
防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
学
生
）

資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
（
い

ず
れ
も
高
卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高

専
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
））

受
付
期
間　
７
月
1
日
（
火
）
〜
10
月

８
日
（
水
）

試
験
日
【
一
次
】　
10
月
25
日
（
土
）

【
二
次
】　
12
月
17
日（
水
）〜
19
日（
金
）

の
い
ず
れ
か
１
日

◆
防
衛
医
科
大
学
校
（
看
護
科
学
生
）

資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
（
い

ず
れ
も
高
卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高

専
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
））

受
付
期
間　
７
月
1
日
（
火
）
〜
10
月

３
日
（
金
）

試
験
日
【
一
次
】　
10
月
18
日
（
土
）

【
二
次
】　
12
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

の
内
の
い
ず
れ
か
１
日

※
記
載
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
変
更
事
項
に
関
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
も
し
く
は
、
自
衛
官
募
集
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
橋
本
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
３

６
―
32
―
０
７
４
４
）

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
説

明
会
の
開
催

母
子
生
活
支
援
施
設
わ
か
く
さ

職
員
採
用
試
験

伊
都
地
方
人
権
尊
重
連
絡
協
議

会
「
こ
こ
ろ
の
研
修
」
開
催

県
民
課
内
）（
☎
０
７
３

６
―
33
―
４
９
０
０
・

フ
ァ
ク
ス
０
７
３
６
―

33
―
４
９
１
６
）

申し込み
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INFO  くらしの情報

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付　
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
予
備
自
衛
官
補
（
男
子
・
女
子
）

資
格

一
般　
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
方

技
能　
18
歳
以
上
で
国
家
資
格
な
ど
を

有
す
る
方
（
保
有
資
格
な
ど
に
よ
り
年

齢
上
限
は
53
歳
〜
55
歳
未
満
）

受
付
期
間　
５
月
24
日
（
土
）
〜
９
月

11
日
（
木
）

試
験
日
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
）　
９
月
23
日

（
火
）〜
25
日 （
木
） 

の
い
ず
れ
か
１
日

身
体
検
査
・
面
接
試
験　
９
月
28
日

（
日
）

◆
一
般
曹
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
（
32
歳
の

方
は
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
33
歳
に

達
し
て
い
な
い
こ
と
）

受
付
期
間　
第
２
回　
７
月
１
日（
火
）

〜
９
月
２
日
（
火
） 

試
験
日
【
一
次
】　
９
月
16
日
（
火
）

〜
20
日
（
土
）
の
い
ず
れ
か
１
日

◆
航
空
学
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格

航
空　
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
方

海
上　
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
方
（
い

ず
れ
も
高
卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高

専
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
））

受
付
期
間　
７
月
１
日
（
火
）
〜
８
月

29
日
（
金
）

試
験
日
【
一
次
】　
９
月
20
日
（
土
）

も
し
く
は
27
日
（
土
）

二
次
と
三
次
試
験
は
別
示

◆
防
衛
大
学
校
（
男
子
・
女
子
）

資
格

有
　
料
　
広
　
告

推
薦　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
（
高

卒
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専
３
年
次
修

了
（
見
込
含
）
で
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方
）。

一
般
と
総
合
選
抜 　
18
歳
以
上
21
歳

未
満
の
方
（
高
卒
（
見
込
含
）
ま
た
は

高
専
３
年
次
修
了
（
見
込
含
））

受
付
期
間

推
薦
と
総
合
選
抜　
９
月
６
日
（
土
）

〜
９
日
（
火
）、一
般　
７
月
１
日
（
火
）

〜
10
月
16
日
（
木
）

試
験
日　
推
薦　
９
月
20
日
（
土
）
〜

21
日
（
日
）、
総
合
選
抜
【
一
次
】　
９

月
20
日（
土
）【
二
次
】　
10
月
25
日（
土
）

〜
26
日
（
日
）、
一
般
【
一
次
】　
11
月

１
日
（
土
）【
二
次
】　
11
月
29
日
（
土
）

〜
12
月
３
日
（
水
）
の
う
ち
１
日

◆
防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
学
生
）

資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
（
い

ず
れ
も
高
卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高

専
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
））

受
付
期
間　
７
月
1
日
（
火
）
〜
10
月

８
日
（
水
）

試
験
日
【
一
次
】　
10
月
25
日
（
土
）

【
二
次
】　
12
月
17
日（
水
）〜
19
日（
金
）

の
い
ず
れ
か
１
日

◆
防
衛
医
科
大
学
校
（
看
護
科
学
生
）

資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
（
い

ず
れ
も
高
卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高

専
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
））

受
付
期
間　
７
月
1
日
（
火
）
〜
10
月

３
日
（
金
）

試
験
日
【
一
次
】　
10
月
18
日
（
土
）

【
二
次
】　
12
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

の
内
の
い
ず
れ
か
１
日

※
記
載
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
変
更
事
項
に
関
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
も
し
く
は
、
自
衛
官
募
集
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
橋
本
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
３

６
―
32
―
０
７
４
４
）

令
和
７
年
度
消
防
職
員
募
集

15
分
※
土
日
祝
除
く 

試
験
日
・
内
容
【
一
次
】　
９
月
21
日

（
日
）・
教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）、

消
防
適
性
検
査
、 作
文
試
験
、体
力
試
験

【
二
次
】　
10
月
下
旬
予
定
（
第
一
次
試

験
合
格
者
の
み
）・
面
接
試
験

場
所　
伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部
（
か

つ
ら
ぎ
町
妙
寺
１
２
６
―
12
）

申
込
方
法　
伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課
で
配
布
し
て
い
る
採
用
試
験
受

験
申
込
書
（
伊
都
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ  

伊
都
消
防
組

合
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
22
―
１
４
０

４
）

募
集
人
数　
５
人

受
験
資
格　
次
の
全
て
を
満
た
す
方
。

①
Ｈ
10
年
４
月
２
日
〜
Ｈ
20
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
方
。

②
採
用
さ
れ
た
場
合
、
伊
都
消
防
組
合

構
成
市
町
（
橋
本
市
・
か
つ
ら
ぎ
町
・

九
度
山
町
）
に
居
住
で
き
る
方
。

③
身
体
要
件
が
一
定
基
準
以
上
の
方
。

④
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
（
５
ｔ
限

定
を
除
く
。
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
限
定

不
可
）
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
採
用
後

１
年
以
内
に
同
免
許
を
取
得
見
込
の
方
。

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
お
よ
び
地

方
公
務
員
法
第
16
条
各
号（
欠
格
条
項
）

に
規
定
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
（
金
）
〜
15
日

（
金
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

有
　
料
　
広
　
告

有
　
料
　
広
　
告



相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30

9:00～17:00

8:30～17:15

19:00～

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

7/14㈪、22㈫

7/2㈬

7/4㈮、18㈮

月～金曜（祝日除く）

①7/1㈫
②7/15㈫
③7/22㈫

①かつらぎ町役場
②橋本市役所消費生活センター
③九度山町役場産業振興課
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①7/8㈫
②7/15㈫
③7/2㈬、23㈬

14:00～15:30

8:30～17:15

よりみち菊谷 ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

ＮＰＯ法人よつ葉
福祉会☎22-3271

同上

地域福祉センター
２階

同上 同上

同上

同上 同上

保健福祉センター
１階機能訓練室

NPO法人よつ葉
福祉会（佐野677-1）

社会福祉協議会
☎22-5222

健康保険課健康推
進係　内線6031

役場
まちづくり推進課

町無料職業紹介所
内線2212

まちづくり推進課
商工振興係
内線2183
伊都振興局
地域づくり課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごとなど

権利擁護センター
成年後見制度の相談に

理学療法士相談

8:30～17:15月～金曜（祝日除く） 保健福祉センター
２階

健康保険課健康推
進係　内線2054

こども家庭センター
妊娠～子育ての相談に

消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引のトラブルなど

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談、訪問相談可

月～金曜（祝日除く）

月～金曜（祝日除く）
7/8㈫小中高生相談会
7/9㈬ひきこもり相談日
7/16㈬シニア（65歳以上）相談会
女性相談日：毎週金曜日

相 談 窓 口

児童虐待相談ダイヤル

　「虐待を受けていると思われるこどもを発見した｣｢子育
てが辛くてついこどもにあたってしまう｣など、一人で抱
えないでお気軽にご相談ください。※秘密は厳守されま
す。かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22－8877）
【その他の相談先】
伊都振興局健康福祉部（☎0736－42－3210）
和歌山県中央児童相談所（☎189番）
※緊急を要する場合は警察（☎110番）まで

● 町民税・県民税　　　　第２期
● 固定資産税（町内）　　第２期
● 固定資産税（町外）　　第２期
● 国民健康保険税　第１期・全期
● 後期高齢者医療保険料　第１期

障害者・ひきこもり者等
就労相談支援センター

月～金曜（祝日除く）

納期限
７月31日（木）

　町税などの納付は便利で確実な口座
振替をご利用ください。

有
　
料
　
広
　
告
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●
一
般
書

満
月
珈
琲
店
の
星
占
い

望
月　
麻
衣（
文
）・
桜
田　
千
尋（
絵
）

一
冊
で
わ
か
る
幕
末　

大
石　
学（
監
修
）

１
０
０
年
食
べ
ら
れ
る
胃

比
企　
直
樹

●
児
童
書

し
っ
ぽ
の
つ
り

せ
な　
け
い（
文
・
絵
）

モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
お
に
ご
っ
こ

柏
葉　
幸
子（
作
）・
高
畠　
純（
絵
）

め
ざ
せ
、刀
剣
マ
ス
タ
ー
！

石
崎　
洋
司（
作
）・
か
わ
い　
ち
ひ
ろ

（
絵
）

図書館
だより
7月の休館日
7・14・28

開館 9:00～17:00
☎22-0303

短
編
を
収
録
す
る
初
め
て
の

作
品
集
。

過
去
と
現
在
が
交
錯
す
る
、

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
エ
ン
タ

メ
！

「
決
断
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

短
編
将
棋
小
説
。

し
く
み
を
写
真
と
図
で
て
い

ね
い
に
説
明
。

明
日
を
生
き
る
希
望
が
生
ま

れ
る
物
語
。

ち
ょ
っ
と
シ
ュ
ー
ル
で
お
か

し
い
ゴ
ジ
ラ
の
い
る
日
常
を

描
い
た
絵
本
。

新 

着 

図 

書
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町
図
書
館
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
図
書
館

カ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に
、
図
書

館
カ
ー
ド
の
情
報
を
表
示
し
て
貸
し
出

し
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
図
書
館
で
貸
出
利
用
券
を
作
成
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
ロ
グ
イ

ン
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
カ
ー
ド
の
写
真
画
像
や
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
は
利
用
で
き
ま

ま
せ
ん
。ロ
グ
イ
ン
し
た
画
面
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
で
大
好
評
の
「
夜
の
怖
い
お

は
な
し
会
」を
開
催
し
ま
す
。怖
い
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
や
朗
読
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

内
容　
「
夜
の
怖
い
お
は
な
し
会　
百

話
目
は
決
し
て
話
し
て
は
い
け
な
い

…
」

日
時　
９
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
30

分
〜
８
時

場
所　
総
合
文
化
会
館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

対
象　
小
学
生
以
上

費
用　
無
料

申
込
方
法　
８
月
３
日
（
日
）
か
ら
図

書
館
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

お
す
す
め
図
書

●
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
カ
ー
ド
導
入

kids

一
般
書
新
着
図
書

児
童
書
新
着
図
書

「あっゴジラ」
キューライス（作）

「純喫茶クライ」
吉田　桃子（作）

「風はどこからくるのだろう」
吉野　正敏（文）
夏目　義一（絵）

「丹生都比売」
梨木　香歩（著）

「もの語る一手」
青山　美智子他（著）

「リペアラー」
大沢　在昌（著）

READING
IS FUN!

●
夜
の
怖
い
お
は
な
し
会
開
催



※催物名、日時、内容などが主催者の都合により変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
　また、主催者の都合により掲載していない催物があります。催物の有無は主催までご確認ください。

TOWN CULTURE

［問］ かつらぎ総合文化会館　☎22-0303・FAX22-7102

7/1▶8/15
詳しくはこちら

かつらぎ総合文化会館 ホールのご案内

開催日 場所 イベント名 開演 主催・問い合わせ他

かつらぎ町観光会議
『観光による地域振興の可能性』
【講師】デービッド・アトキンソン氏

伊都地方人権尊重連絡協議会　こころの研修
『好感・共感・親近感が人権力を育む…』
～人権・同和教育のさらなる創造めざして～

和歌山県立笠田高等学校　軽音楽部
（☎22-1029）／無料

かつらぎ町忠霊顕彰会（☎22-4311）
／無料

7/18(金) AV 13:30 かつらぎ町観光協会（☎22-0300）
／無料・要事前申込

7/21(祝・月) AV

7/25(金) AV 13:30

13:00

7/27(日) 大 14:00

8/2(土) 大 13：30

8/15(金) 大 10:00

8/3(日) AV 13：30

和歌山県立笠田高等学校　軽音楽部
fun concert 2025

第七回南山太鼓フェスティバル
エネルギア
かつらぎ総合文化会館自主事業
劇団四季ファミリーミュージカル
「王子と少年」
『日本被団協のノーベル平和賞
を力に…核なき世界を』
平　信行氏　講演会
令和７年度
平和な社会について考える作文表彰式
かつらぎ町戦没者追悼式

図書館フェスティバル 町図書館（☎22-0303）／無料

きのかわ弦楽合奏団／山本（☎090-
3054-3856）／無料

7/6（日） 大・展 9:30

7/13（日） 大 14:00きのかわ弦楽合奏団
第８回定期演奏会～愛された音楽～

総合文化会館（☎22-0303）大人S席6,000円・A席
4,000円高校生以下S席4,000円・A席3,000円／要チ
ケット・全席指定

南山太鼓フェスティバル実行委員会／山本（☎
0736-26-9007/090-5139-3426）大人2,000円高校
生1,000円中学生以下500円・当日500円プラス

伊都地方人権尊重連絡協議会（伊都振興局地域づくり部
総務県民課）（☎0736-33-4900）／無料・要参加申込

憲 法 ９ 条 を 守 る 伊 都・橋 本 連 絡 会 ／ 富 岡（☎
090-1247-0698）／資料代500円高校生以下無料
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文芸の窓
俳
句
（
麦
句
会
）

退
職
し
プ
ー
ル
の
レ
ッ
ス
ン
精
を
出
し
帽
子
色
替
え
楽
し
く
生

き
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
向　
光
代

山
笑
う
大
日
山
を
か
す
み
見
る
裾
野
に
沿
い
て
紀
の
川
流
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
澤
三
重
子

塾
の
縁
色
と
り
ど
り
に
並
び
い
る
ラ
ン
ド
セ
ル
に
も
暖
色
ば
か

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
岡
寿
美
子

石
竹
の
一
株
残
り
元
気
よ
く
こ
こ
に
居
る
ぞ
と
力
振
り
ま
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
前　
洋
子

扇
風
機
独
り
身
な
れ
ど
首
回
す　
　
　
　
　
　
　
前
尾
五
月
夫　

新
し
き
巣
に
て
燕
の
子
の
育
つ　
　
　
　
　
　
　
谷
岡　
清
灯

あ
め
ん
ぼ
う
水
の
堅
さ
を
信
じ
を
り　
　
　
　
　
野
口　
　
城

高
速
を
走
る
凶
器
が
雷
雨
き
る　
　
　
　
　
　
　
山
中　
祥
匡

合
掌
の
形
よ
り
開
く
蓮
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
中
畑　
隆
男

短
歌
（
笠
田
短
歌
サ
ー
ク
ル
）

せ
き
ち
く

え
ん

だ
い
に
ち
や
ま

時間
［開場］ 12:45
［開演］ 13:30
会場　大ホール
料金
［全席指定］
大人
S席6,000円、A席4,000円
高校生以下
S席4,000円、A席3,000円
※３歳以上はチケット必要。（３
歳未満の着席鑑賞もチケット必
要）１人５枚まで。

劇団四季ファミリー
ミュージカル
「王子と少年」

－かつらぎ総合文化会館自主事業－

8/2土
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７月 こそだてカレンダー

※対象年齢で利用日時が異なります。施設にお問い合わせください。

身体計測・医師による診察・発達観察
・育児相談・離乳食指導

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞
かせ・ペープサート・ブックスタート事
業による絵本のプレゼント

身体計測・発達観察・育児相談・離乳
食指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科医師
による歯科検診・発達観察・食事指導
・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士によ
る離乳食相談など

ふれあい遊び・手遊び・絵本の読み聞
かせ

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児
健康診査
３歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

8/4㈪

7/15㈫

7/11㈮

8/20㈬

7/2㈬

8/20㈬

7/10㈭
7/10㈭

13：30～
15：00

13：30～

10：00～

令和７年１・３月生まれ

受付時間は
個別に通知

令和３年12月生まれ
令和４年１月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和６年８・９月生まれ

令和６年８月生まれ
令和５年５月生まれ

令和６年11・12月生まれ
令和６年12月生まれ
令和７年１月生まれ

２歳児健康相談

子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

乳児教室
「りんごちゃん」

股関節異常の有無股関節検診

7/11㈮

令和７年１～４月生まれ

※詳しくは、健康推進係までお問い合わせください。

内容：水遊び（雨天時は室内遊び）
持ち物：タオル、 着替え、 水分
※熱中症対策をお忘れなく。

※りんごちゃん教室は２カ月に１回の開催。
※警報発令時の中止：午前中の健康相談・教室は午前８時
30分の時点、午後の健診・教室は午前11時の時点。

● 子育て支援センター

● 園庭開放（要事前予約）

　子育て支援センターからのお便り

聖心幼稚園
（☎22-1336）

佐野こども園
（☎22-6260）
三谷こども園
（☎23-3730）

10:00～11:00
9:30～11:00

9:30～10:30

9:30～10:30

7/2（水）
7/11（金）

7/15（火）

7/8（火）

日程 サークル名 場所

7/18（金） 笠田育児
笠田ふるさと交流館

● 育児サークル（10:00～11:00）

持ち物  母子手帳、バスタオル
問い合わせ　健康保険課健康推進係（内線2054）

LINE予約開始
町LINEメニューから予約できます。
・子育て広場「すくすく」の予約
・母子手帳の交付予約
・子育てに関する相談受付
・子育て支援センターイベント予約

かつらぎ町
LINE

　目と目を合わせてご挨拶。５カ月の二人は、誕生日が一日
違いのお友だち。「はじめまして、
こんにちは、よろしくね。」声が
聞こえてきそうですね。
　この日は、うつぶせ寝を楽しん
でからの寝返りを披露してくれま
した。これからも仲良く、大きく
なっていこうね。

７/４・11（金）9:00～11:30
「おめでとう」のコーナー
　誕生日の記念に手形・足形を残しませんか。
　対象：誕生月の未就園児のみ
　持ち物：タオル・ウェットティッシュ

７/10（木）10:00～11:00
わくわく広場
　製作など楽しい活動の場
　内容：カレンダー作り（夏）
　定員：６組　要予約：６/26（木）～

７/23（水）10:00～11:00
なかよし広場
　子育て講座や親子でふれあう交流の場
　内容：モリーさんと楽しいひととき
　定員：６人　要予約：７/９（水）～
開館　月～土曜 ※祝日除く・土曜は正午まで
　　　午前９時～正午、午後１時～４時
場所　保健福祉センター１階
問い合わせ　子育て支援センター「はぐくみ」
（内線6013・☎080-8317-3788）
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マスターズ陸上とは？
　和歌山県が発祥の地で、男女ともに満18歳以上であ
れば、競技成績に関係なく同年代の人々と競技ができ
ます。競技クラスは５歳刻みで、年齢を重ねても自分
の体力と目標に向かって競技を楽しめるのが魅力です。
マスターズ陸上のほか、マスターズ水泳、マスターズ
ゴルフなど、競技ごとにマスターズ団体・大会があり、
得意な競技で生涯スポーツを楽しむことができます。

かつらぎ町の人口
（５月末日現在）

15,164人（前月比－24人）　男 7,154人　女 8,010人　世帯数 7,110世帯
出生 3人　死亡 22人　転入 25人　転出 30人

第48回和歌山マスターズ
陸上選手権大会優勝（２種目）

感謝状

藤井さん

こんにちは

５月の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃんあおいちゃん なぎとちゃん

ぜんちゃんりまちゃん

なづきちゃん

そうまちゃん

　４月30日（水）から６月６日（金）、各地域にて、
感謝状贈呈式が行われ、４人の方が町長から感謝状を、
自治区長会から記念品を贈呈されました。この感謝状は、
地域発展のため、多大な貢献をされた皆さまに贈られ
たものです。

功績者＜順不同敬称略＞※（　）は推薦自治区名
　①山根木弘修（笠田中）　②下林　開吾（大谷）
　③三浦　好英（妙寺）　　④小山　等　  （中飯降）

　４月13日（日）、紀三井寺公園陸上競技場で開催さ
れた「第48回 和歌山マスターズ陸上選手権大会」で、
藤井靜雄さん（佐野）が男子60ｍ走（Ｍ90クラス）
と男子砲丸投げ（3.0㎏／Ｍ80・Ｍ85・Ｍ90クラス）
に出場し、両競技で１位となりました。
　藤井さんは90歳を迎え、「今の自分の体力でどこま
でいけるのか」とマスターズ選手権大会に初出場され
ました。競技を終え、「この年で競技者としてこの大会
に立てることに幸せを感じます」と喜びを語られました。
　今後は、次の大会に向けてタイムを縮めたいとのこ
とで、そのために体力をつけて貯筋（筋肉を蓄える）
していきたいそうです。


